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気象情報による判断だけでは不十分

　前回までに、校区の水害リスクを確認する

方法について、お話をしました。今回は具体

的な学校の対応方法について考えていきます。

　大雨による洪水の危険が迫っていることを

知るための情報として、気象庁が発表する、

注意報、警報が広く認知されています。「暴

風警報」が発表された場合には授業打ち切り、

休校の処置をとっていると思います。それで

は「特別警報」への対応は、どのようになっ

ているのでしょうか。特別警報は2013年か

ら運用が開始されたもので、「命を守る行動」

が求められるような状況が出現している場合

に発表されます。大雨特別警報が発表されて

いる場合に、暴風警報が同時に発表されてい

るとは限りません。今一度、特別警報が発表

された場合の学校対応について確認するとと

もに、保護者の皆さんへの周知をお願いした

いと思います。なお、特別警報の種類に「大

雨特別警報」はあるのですが、河川の氾
はん

濫
らん

に

ついては、単純に降雨だけで判断できないこ

とから「洪水特別警報」は発表されません。

したがって、学校の立地によっては、こうし

た気象に関する情報とは別に、独自の対応を

考えなくてはなりません。

指定河川洪水予報とは

　気象と同じような洪水の予報は、ないので

しょうか。実は洪水予報も存在します。指定

河川洪水予報と呼ばれるもので、地域ではな

く、対象河川ごとに発表されます。危険レベ

ルに合わせて「氾濫注意情報」、「氾濫警戒情

報」、「氾濫危険情報」、「氾濫発生情報」の４

種類があります。河川の水位と降雨の状況や

予測などを加味して発表されます。

　河川の洪水に対する水位は、図の右側のよ

うに５つのレベルに分けられています。

　レベル１が水防団待機水位であり、地域と

して洪水に注意を払い始めるべき水位といえ

ます。レベル２の氾濫注意水位は、このまま

大雨が続くと危険な状態になり得ると考えら

れる水位です。場合によっては、この水位で

避難準備・高齢者等避難開始が発表されます。

レベル３は避難判断水位であり、かなり危険

が迫っている状態です。レベル４は氾濫危険

水位で、避難勧告もしくは避難指示が発表さ

れ、場所によっては緊急の避難を要します。

レベル５は氾濫発生の状態です。個々で命を

守らなくてはなりません。

　これらの水位が何ｍで設定されているかは、

ホームページ「川の防災情報」で確認するこ

とができます。また、市町村の防災対策にか

かわる部署に問い合わせてもよいと思います。

ただし、中小河川や小さな用水から水があふ

れ出しているような事態には対応できません。

そうした場所は、通学路点検などの際に聞き

取るなどして、危険箇所を把握しておくしか

ありません。

水位上昇に合わせた授業打ち切りのタイミング

　学校として、授業打ち切りをどのようなタ

イミングで行うのか、事前に決めておく必要

があります。図の左側に、水位上昇と求めら

れる対応を模式図として示しました。水位と

の対応はおよその目安ですので、参考までに

ご覧ください。

　対応の流れを考えてみましょう。まず、授

業打ち切りと帰り仕度を開始します。その後、

メール等で保護者に連絡し、学校へのお迎え

を促します。ある程度時間が経過し、それで

も水位が上がってくるようでしたら、子ども

たちを安全な場所へ避難させなくてはなりま

せん。避難については、高い建物の上に避難

する「垂直避難」と、浸水想定域の外まで移

動する「水平避難」の２種類が考えられます。

これには一長一短があって、例えば校舎の最

上階に垂直避難させるのが、最も確実で混乱

の少ない方法かもしれませんが、本当に河川

氾濫が起きれば、校舎の中で児童と教職員が

孤立してしまい、ボートやヘリコプター等で

の救助を求めなくてはならなくなります。学

校の対応としては、反省すべき結果といえる

でしょう。一方で、校外の高台へ向かう水平

避難を行う場合は、ルートの安全確認や受け

入れ先との調整が必要となります。避難完了

の時間は、氾濫が想定される時間よりも少し

早めでなくてはなりません。

　以上により、「帰りの支度」＋「保護者お

迎え待ち時間」＋「避難に要する時間」＋「氾

濫までの余裕時間」の合計時間と水位上昇の

時間を考えることで、授業打ち切りのタイミ

ングを決めることができます。これにより「本

校では、○○川の水位がレベル２を超えたら、

授業は午前中で打ち切り、昼食後、下校させ

ます」という目安を、あらかじめ保護者に周

知しておくこともできるようになるわけです。

まとめ

　今回の話より、皆さんに行っていただきた

いことをまとめると、以下のようになります。

１）気象情報への対応を再確認

２）近隣河川の設定水位を確認

３）授業打ち切りのタイミングを設定

　しかしながら、３）については河川の状況

や学校の立地条件によりますから、かなり難

しいです。過去の水害における水位上昇につ

いては河川事務所に問い合わせれば、アドバ

イスをいただけると思いますが、とりあえず

レベル２の氾濫注意水位を目安にするのもよ

いと思います。次回は、避難訓練や保護者へ

の周知などの紹介をしたいと思います。

参照ホームページ

　気象庁のホームページから、「知識・解説 > 

指定河川洪水予報」を見ると、より詳細な洪

水予報に関する情報を得ることができます。
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学客員研究員などを経て現職。東海ネーデ

ルランド高潮洪水地域協議会ファシリテー

ター、名古屋市防災まちづくり計画検討会

委員等を歴任。
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図　河川水位と学校の対応についての模式図
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